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脳と才能 連載第15 回
酒井 邦嘉
東京大学教授・言語脳科学者

「勉強しなさい！　と言う言葉は、子供の行動への
命令であって、子供に勉強への心の要求を育てる
やり方にはならない」

鈴木鎮一先生のお言葉を紹介しながら、その奥
おうぎ

義を科学で考えるという連載です。

才能教育研究会がめざす「才能」には、どのような意味が込められているのでしょ

うか。そしてその才能は、脳のどんな働きに支えられているのでしょう。

『鈴木 鎮一のことば集 ー 心を育てる』　p.30
（公益社団法人才能教育研究会、2018 年）より

酒井邦嘉（さかいくによし）
1992 年東京大学大学院理学系研究科博士課
程修了、理学博士。専門は言語脳科学で、人
間に固有の脳機能をイメージング法などで
研究している。主著に『言語の脳科学』『科
学者という仕事』『科学という考え方』（中公
新書）、『脳の言語地図』『ことばの冒険』『脳
の冒険』（明治書院）、『脳を創る読書』（実業
之日本社）、『芸術を創る脳』（東京大学出版
会）、『チョムスキーと言語脳科学』（インター
ナショナル新書）、『脳とＡＩ』（中公選書）。

　私は「勉強」という言葉が好きではあ
りません。学者という仕事を選んだくら
いなので、勉強することは大好きなので
すが、それが「勉強」だと言われると違
和感を覚えます。このことを初めて意識
するようになったのは高校生のときでし
た。英語の先生が、「勉強が楽しくないの
は当たり前だ。『強

し

いて勉
つと

める』と書くん
だから。それでも英語を勉強しないとい
けない」と言ったからです。すぐさま私
は手を挙げて、「勉強することが好きな人
もいると思います」と反論したら、その
先生は「そういう人はそれでいい」と言っ
たきり、話題を変えてしまいました。
　音楽では、「ピアノの練習」とか「チェ
ロのお稽

け い こ

古」と言いますが、「ヴァイオ
リンの勉強」や「フルートの訓練」とは
あまり言わないでしょう。日々の練習や
稽古は楽なものではないでしょうが、勉
強と比べると「自由」だと思います。勉
強はやらなくてはいけないこととして強
制され、自由を奪ってしまいます。冒頭
の鈴木先生の言葉のように、「行動への
命令」なのです。
　夏休みの自由研究が苦痛だった人は多
いでしょう。自由研究はテーマを自由に
選べるというだけで、勉強の延長として
休み中にやらなくてはいけないのですか
ら。私は科学者なので、本当の意味での

「自由研究」が大切だと思います。テー
マを押しつけられることなく、そして誰
から命令されるわけでもなく、好奇心の
赴

おもむ

くままに自由な発想で研究することが
大事です。楽器の習得もそれと同じで、
もし「心の要求を育てるやり方」が正し

くなされれば、子どもは自ら進んで練習
に向かうことでしょう。

◇
　先日、『勉強しな
いで身につく英語－
脳科学による画期的
メソッド』（ＰＨＰ
研究所）という本を
出しました。この「勉
強しないで」という
のは、母語と同じ自

然習得を理想としてつけたのですが、「勉
強しない」＝「楽をする」＝「怠けてよ
い」と誤解する人がいましたので、言葉
とは難しいものです。
　この本は英語習得を科学的に明らかに
するのがねらいですが、音楽との共通性
を意識しながら説明していて、共同研究
の成果についても触れています。例えば、
次のように書きました。
　「『音で覚える』方法は、先ほど紹介し
たスズキ・メソードでも取り入れられて
います。同じ音源を繰り返し聞くことで、
演奏にも通じるような『音の型』、つま
り一定のパターンが、言葉のように脳に
定着すると考えられます。このように、
言葉を自然に吸収することで、脳が持つ
言語能力に働きかけることが一番です。

〔中略〕　スズキ・メソードでは、楽譜よ
りも模範演奏の音源の方を重視します。
音源からの情報は膨大で、同じ情報を楽
譜には到底書ききれません。音楽の抑揚
や緩急の変化は、音楽用語で楽譜に記す
ことができますが、それも相対的な程度
を表す記号にすぎません。言葉ではそう

した変化ですら、文字で表記することは
ありません。それだけ音声から得られる
情報が必要だと言えます」
　つまり、英語もまた「音で覚える」の
が望ましいわけです。ですから、もしス
ズキ・メソードが英会話教室を始めたら、
その「母語教育法」という考え方を最も
有効に活かせることでしょう。

◇
　鈴木先生は、「子供のそうした心の要
求をつくってゆく最善の方法としては、
親達が自ら優れた人々について大きな尊
敬をもち、自らの生活の中に自分の心の
要求を示すことであると思う」とお書き
です（同 p.30）。「自分も○○先生のよう
な演奏家になりたい」という心の要求を
もつことができれば、教えなくとも自然
と育つことでしょう。私も朝

ともなが

永振一郎先
生やアインシュタインに憧れて、科学者
になりました。大切なのは勉強させるこ
とではなく、「英語を話せるようになり
たい」といった心の要求をもたせること
ですね。

ミルシテインやホロヴィッツは、ウクライ
ナ出身の名演奏家でした

「スズキsongs」を考える❼
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《われらつどいて》と《おねがい》
旗ススキなびく　信濃くにはらや
我らつどいて　共に息吹す
かじか鳴く丘辺に　今日も送りつ
我らつどいて　共に語ろう
広く世界を照らす　歌の心や
我らつどいて　共に歌わん

                                             
　この歌の詩を書いたのは、カンタータ《人間を返せ》や《交
響曲第 5 番ヒロシマ》などの作曲者として知られる大木正夫
です。大木は戦後 10 年ほど信州に居をかまえておりました。
鈴木鎮一先生は、戦前から大木の作品を初演するなど親交が
あったのですが、信州に移られてからはより親密にお付き合
いされていたようです。末廣悦子先生（東海地区ヴァイオリン科指

導者）によれば、《われらつどいて》の歌詞は、霧ヶ峰で開か
れた第１回の夏期学校のために作られたそうです。鈴木先生
がこの詩に作曲されました。ところが、歌いづらかったので
しょうか、第１回の夏期学校以後、この歌は一度も歌われる
ことなく忘れられてしまいました。上掲の「われらつどいて」
は、鈴木先生が楽譜の表紙として書かれていたものです。蔵

くら

持
も ち ふ み よ

典与先生（関東地区ヴァイオリン科指導者）がそのコピーを大切
に保管しておられました。
　さて、陽の目を見ることのなかった《われらつどいて》で
すが、後にこの歌を基にして《おねがいとおわび》が作られ
ました。今日歌われている《おねがい》には、《われらつど
いて》のような短調の部分はありませんが、《おねがいとお
わび》にはあったようです。何回か歌っているうちに、短調
の部分は必要ないと考えられたのでしょう。《おねがい》には、
ピアノ伴奏と前奏が付け加えられました。この前奏は実に魅
力的で、歌詞も歌いやすくなっています。ただし、《おねがい》
の歌詞は詩というより礼儀の挨拶のようです。０〜３歳児
コースの教室でも外部の人に見ていただく時には、その扱い
に慎重になっています。一方、大木の歌詞は明らかに詩です。
とすれば、音楽の基本構造は同じですから、《われらつどいて》
に《おねがい》のピアノ伴奏や前奏をつけてはどうでしょう。
旋律、リズムともにそっくり同じというわけではありません
から、かなり編曲する必要はありましたが、基本的に鈴木先
生の創られた和声、テクスチュアにしたがって創ってみまし
た。楽譜作成ソフトで自動演奏したものを音声ファイルにい
たしましたので、聴いていただけますか。ずいぶん歌いやす
くなり、親しみのある《われらつどいて》になったのではな
いでしょうか。文字通り、われら信濃につどいて、ともに歌っ
てみたいものです。（QR コードで、ご確認できます）

信濃なる筑摩の河の
　《われらつどいて》の冒頭の「旗ススキ」は、万葉集で多
く使われた言葉のようです。大木も鈴木先生も万葉集に精通
しておりました。その鈴木先生が万葉集の一句に作曲された
歌が《信濃なる筑摩の河の》です。万葉集の「筑摩」は「千曲」
と書かれたり、「河」が「川」と書かれたりしています。小
松田茂先生（関東地区ピアノ科指導者）は、漢字表記について鈴木
先生から直接伺っておられました。「ちくまのかわ」は「千
曲川」のことではなく、「筑摩郡に流れる河」ということに
こだわっておられたそうです。《われらつどいて》とは対照
的にこの歌は、作曲当初から多くの人に愛称され、歌われて
きました。二部合唱による編曲もなされています。しかし、
直筆譜のピアノパートを見ておりましたら、右手が突然高音
の単音になっていて、まるでヴァイオリンのオブリガートを
メモしていたのではないか、という気がしたのです。それで、
私自身の校訂、編曲版を創りたいという気がしてきました。
　直筆譜では、「君し踏みては」のところが次のようになっ
ていました。

これは小松田先生とも相談の上、次のようにさせていただき
ました。

　小松田先生は声楽家でもありますから、このように歌う方
が自然だと言います。また「踏みてば」の「ば」を「は」と
してしまったのは、鈴木先生の書き損じでしょうから、訂正
させていただきました。
　ヴァイオリンのオブリガートやピアノ伴奏の和声につきま
しては、かなり大きな編曲をいたしました。最後の４小節を
ご覧ください。曲全体は音声ファイルにいたしました。
　残念ながらこの歌も、近年、歌われなくなりました。この
編曲版で歌っいただけることを願っています。

鈴木鎮一先生作曲の３つの歌
––– 《われらつどいて》、《信濃なる筑摩の河の》、《おねがい》

０〜３歳児コース特別講師　村尾忠廣

最終回


